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社長メッセージ Top Message

代表取締役社長
工学博士
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株主の皆様には、平素より、当社事業に対し多大なるご理解、ご支援を賜り厚く

御礼を申し上げます。

第54期（2024年３月期）においては、ベアリング、半導体業界の不調や中国経

済の停滞、原材料・エネルギーコストの高騰の影響を受け、売上・利益ともに期初

に掲げた業績見通しを大きく下回ることとなりました。また、「既存事業のさら

なる収益力の強化」「ナノサイズゼオライトの事業化」については達成することが

できず、株主の皆様にはご心配をお掛けすることとなり、非常に心苦しく思って

おります。

第55期（2025年３月期）においては、パワー半導体向けを中心としたダイヤモ

ンドワイヤの販売量拡大による「D-Next事業の収益事業化」の実現と、既存事

業である「特殊精密機器事業と化学繊維用紡糸ノズル事業の業績回復」により、

営業黒字を確保いたします。また、ナノサイズゼオライトの事業化に向けては、数

多くの用途において量産開始に向けて進捗している顧客・エンドユーザーによる

実証評価に対し、全力で対応してまいります。これらの結果、第50期より取り組

んできた「構造改革」の完了を成し遂げる所存であります。

また、2030年度までに実現を目指す企業としての姿を「Vision 2030」と銘

して株主の皆様にお示しをし、今後3年以内に４事業部門すべてが黒字化する

など、強い決意をもってこの目標に向けて邁進してまいります。

株主の皆様には、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。
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上海那科梦乐商贸有限公司
(中国現地法人)
上海市長寧区婁山関路83号新虹橋中心大厦
26階2613，2653室
+86-21-62130389 / FAX：+86-21-62523891

本社MACセンター
（特殊精密機器事業 / マテリアルサイエンス事業）
大阪府堺市西区鶴田町27番27号
072-274-0007 / FAX：072-273-1250

和泉工場
（D-Next事業）
大阪府和泉市あゆみ野2丁目1番3号
0725-53-2525 / FAX：0725-53-3333

日本ノズル株式会社
（連結子会社／化学繊維用紡糸ノズル事業）
神戸市西区室谷2丁目1番1号（神戸ハイテクパーク内）
078-991-6821（営業代表）/ FAX：078-991-6833

会 社 概 要

資本金

創業

設立

従業員数

： 349百万円

： 1954年10月

： 1970年12月

： 連結：145名 単体：73名

代表取締役社長

常務取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

監査役（常勤）

監査役

監査役

井上 誠

井上 紘章

田植 啓之

藤原 邦裕

井上 絢哉

京谷 忠幸

大山 隆司

加藤 彰

松村 安之

中川 雅晴

１．取締役 京谷忠幸、大山隆司の両氏は、 社外取締役であります。
２．監査役 加藤 彰、松村安之、中川雅晴の3氏は、社外監査役であります。
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19651954
1970

1987

1988

1994

1995

2001

2010

2012

2015

2015 2016

2019

超硬合金加工技術に着手

大阪府堺市にミシンの
小ネジをつくる小さな鉄工所として
中村鉄工所を創業（創業者 中村 繁）

株式会社中村超硬を設立

焼結ダイヤモンド加工技術に着手

創業者 中村 繁が急逝
井上 誠（現社長）が事業を継承

ダイヤモンド製電子部品吸着ノズル
開発（社業の急成長に寄与）

初の量産化

大阪府堺市にMACセンター（現本社）を新設

装置の受託製造開始

大阪府堺市西区鳳南町に本社工場新設

2005 MACセンター新棟を新設
（産学連携の拠点）

自動ノズル洗浄機を開発・販売
（溶剤不要の環境製品）

日本ノズル㈱の
完全子会社化
（化学繊維用紡糸ノズル事業）

2008

初の自社開発装置

2005

大阪府和泉市に和泉工場（旧 D-Next)を新設

ダイヤモンドワイヤ製造販売開始

ソーラー用ウエハのスライス加工開始

東京証券取引所マザーズ市場に上場

大阪府和泉市に和泉第２工場
（現和泉工場）を開設

国産初 フロー合成技術による
マイクロリアクターシステム販売開始

新たな資本戦略へ

2022

「ゼオライトナノ粒子の製造方法と粒径制御技術」
が成功認定

科学技術振興機構（JST）の
産学共同実用化開発事業（A-STEP)にて

東京大学との共同開発よる
ナノサイズゼオライトの

サンプル提供を開始

和泉工場内に
ナノサイズゼオライトの
パイロットプラントを設置

会社沿革

2023
子会社日本ノズル
新工場開設
大型部品加工対応可能に

がん治療薬等に有効な有機化合物である
ＰＩＰの合成手法における千葉大学との
共同研究を開始

2022

高性能フィルムダイ
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事業の概要

当社グループは、以下の４つの事業セグメントを主な事業として取り組んでおります。

❶ 特殊精密機器事業 ❷ 化学繊維用紡糸ノズル事業

❸ D-Next事業 ❹ マテリアルサイエンス事業

 超硬合金やダイヤモンド等、高硬度材料を用いた
実装機用ノズル、耐摩耗治工具の設計・製造・販売

 実装機用ノズル洗浄機や
マイクロリアクターシステム等
の開発・製造・販売

 化学繊維用紡糸ノズル及び
周辺部品の設計・製造・販売

 パワー半導体・難削材向けダイヤモンドワイヤ
の開発・製造・販売

 ダイヤモンドワイヤ製造装置の
開発・製造・販売

 ナノサイズゼオライトの開発・販売

 不織布製造装置、不織布関連ノズル等
の設計・製造・販売
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耐摩耗部品

硬脆材料の超精密加工技術を基盤に、焼結ダイヤモンド
（PCD）や超硬合金、セラミックスなど高硬度材料を用い
た耐摩耗性の高い長寿命部品の製造

パソコンやスマートフォンなどのデジタル家電に使われて
いるプリント基板。これに電子部品を装着する実装機の
「吸着ノズル」を製造

実装機用ノズル（電子部品吸着ノズル）

7

事業の概要｜❶ 特殊精密機器事業

ベアリング

自動車・ベアリング加工用設備部品

高精度工作機械

精密部品を超耐摩耗領域へ
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化学繊維の製造過程で用いられる紡糸ノズルの製造・販売 スパンレースノズルやメルトブローン生産設備など
不織布製造に関連する製造部品の開発・製造・販売

化学繊維用紡糸ノズル 不織布ノズル・不織布製造装置

不織布製造装置

事業の概要｜❷ 化学繊維用紡糸ノズル事業 （子会社日本ノズル）

紡糸ノズル製品はミクロン単位の超精密加工が必要

化学繊維の原料(液体)を小さな孔から押し出して糸状にする
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パワー半導体・難削材向け
ダイヤモンドワイヤの販売

ダイヤモンドワイヤ製造装置の販売

インゴット ウエハ

主に海外向けに販売

< 自社開発 ＞

高品位なダイヤモンドワイヤをローコストで生産

超コンパクト構造

ダイヤモンドワイヤ

事業の概要｜❸ D-Next事業

• インゴットを薄くスライスする際に用いる切断工具
• 細いピアノ線にダイヤモンドの砥粒を固定した糸状の工具

<ダイヤモンドワイヤ>
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ダイヤモンドワイヤ製造装置「ＰＨＸ-01」を自社開発

・メッキ槽内のダイヤ濃度
・ダイヤ砥粒付着状態

独自の解析技術

ダイヤ砥粒の
オンデマンド供給を実現

長距離生産が可能

10

太陽電池用ダイヤモンドワイヤの世界的普及に大きく貢献した当社の技術とノウハウを活かし、

パワー半導体・難削材向けダイヤモンドワイヤおよびダイヤモンドワイヤ製造装置の開発・改良を継続

オンリーワン技術

大径ダイヤ砥粒を安定的・強固・均一 に固定
ダイヤ砥粒の
凝集が多い

凝集が少ない

当社独自の砥粒分散技術を開発

砥 粒 凝 集 を 解 消

CCDカメラが４列すべてのワイヤを検査・自動制御

超コンパクト構造

独自砥粒分散技術

ダイヤ砥粒・メッキ液

使用量の極小化

独自フィードバック

無人での高速生産・

事業の概要｜❸ D-Next事業
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粒子径： ５0～100nm

ナノサイズゼオライト

ゼオライトを極小化したナノサイズゼオライト「Zeoal」の特徴

粒子径：３～５μｍ

通常のゼオライト

機能性大幅にUP

/  粉砕・再結晶化プロセス

東京大学との共同開発
低コスト化を実現

多孔質構造

水臭い

わずか１gで
テニスコート

1面分の表面積

特許取得済

吸 着

脱 臭

イオン
交換

触 媒

抗 菌
吸 着

脱 臭

イオン
交換

触 媒

抗 菌

ｎm(ナノ)はμｍ(マイクロ)の1000分の1のスケール

約100倍

約100万倍

おなじ重量で

粒子数

外表面積

事業の概要｜❹ マテリアルサイエンス事業
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ナノサイズゼオライトの機能をより多くの用途へ

透明フィルム

塗料・接着剤

コスメ・ケア用品

ナノサイズ化により性能向上や
使用感・肌触りの改善を実現

水分やガスの吸着機能に
ナノサイズ化による透明性をプラス

ナノサイズ化により
接着強度向上や長寿命化を実現

封止材

ナノサイズ化により狭小スペースへの
高密度充填が可能

発熱反応イオン吸着 ガス吸着 薬包材
食品包材 透明フィルム

塗 料半導体封止パッケージ 基板封止

12

水

副生生物

CO2

吸着

事業の概要｜❹ マテリアルサイエンス事業
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中期的な成長イメージ

既存事業である特殊精密機器事業・化学繊維用紡糸ノズル事業の安定的な成長に加え、
新規事業開発として取り組んでいるナノサイズゼオライトの事業化や半導体向けダイヤモンドワイヤの販売・
ダイヤモンドワイヤ製造装置の販売などにより、事業規模・収益の拡大を目指してまいります。

売上高

特殊精密機器事業

化学繊維用紡糸ノズル事業

D-Next事業

マテリアルサイエンス事業

• パワー半導体・難削材向けダイヤモン
ドワイヤの販売

• ダイヤモンドワイヤ製造装置の販売

既存事業

2023年3月期 年次

新規開発事業

• ナノサイズゼオライトの量産顧客の獲得

新規開発事業の事業化

既存事業の安定的な成長

事業規模・収益の
拡大を目指す
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第2四半期（累計） 通 期

2024年3月期

実績

2025年3月期

予想
対前年
増減額

2024年3月期

実績
2025年3月期

予想
対前年
増減額

売上高 1,191 1,550 358 2,413 3,300 886

営業利益 △200 △20 180 △532 110 642

経常利益 △205 △30 175 △553 80 633

親会社株主に
帰属する

当期純利益
△265 △70 195 144 20 △124

2025年3月期 連結業績予想

2024年４月１日～2025年３月31日 （単位：百万円）

15
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715百万円 △11百万円
売 上 損 失

特殊精密機器事業｜ ２０２4年３月期における取り組みとその結果

対前年増減額

△102百万円

対前年増減額

△52百万円

＜ 事業環境 ＞

• 主力顧客であるベアリング・半導体業界が低調
• 実装機のメイン市場である中国経済停滞の長期化厳しい事業環境が継続

大手自動車部品メーカー

への販路拡大

大手ベアリングメーカー

との新規取引開始

半導体製造業界での

新規顧客開拓

一定の成果はあったもののベアリング・半導体業界がともに低調

受 注 ・ 売 上 が 大 き く 落 ち 込 む

取 り 組 み

２０２4年３月期
• 商社活用による自動車・半導体製造装置分野での新規顧客開拓

• 新たな加工技術獲得による大手顧客からの新規アイテムの受注

• 大手メーカーとのＯＥＭ案件における受注拡大
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１

2

これまでの成長戦略を維持、継続して取り組みを進める

850 百万円 ( 前年同期比 ＋18.8 ％ )
売上高通期見通し
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特殊精密機器事業｜2025年3月期における取り組みと業績見通し

＜ 事業環境 ＞

電子部品・工作機械業界 上期 ： 調整局面で厳しい状況
下期 ： 回復の見込み

新規顧客開拓による売上の拡大

・半導体製造メーカーへの吸着コレットの販売開始
・同業他社の事業撤退等による部品加工需要の取り込み
・医療分野におけるものづくり需要の取り込み

微細精密加工技術の進化による既存顧客からの新規アイテムの受注
・新開発の実装機用ノズル販売開始による売上拡大
・電子部品の小型化（0.2mm×0.1mm）に対応した極細穴ノズルの販売開始
・高硬度・高精度加工を武器にした大手自動車部品メーカーとの取引拡大

成 長 戦 略
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1,570 百万円
対前年増減額
△687百万円 △55百万円

売 上 損 失

化学繊維用紡糸ノズル事業｜２０２4年３月期における取り組みとその結果

対前年増減額
△432百万円

炭素繊維用ノズルのさらなるシェア拡大

中国外顧客への営業展開の強化

フィルム用ダイ加工技術の獲得

新規顧客獲得に成功

加工技術の獲得が完了

受注は獲得しているものの、
中国売上減のカバーには至らず

• 風力発電用ブレード向け・航空機向け炭素繊維用ノズル

＜ 事業環境 ＞

引き続き好調に推移

• 不織布関連ノズル 計画を大幅に下回る 主な要因：中国経済停滞の長期化や
マスク需要の早期終息

取 り 組 み

２０２4年３月期
• 新工場稼働による大型部品加工関連市場への参入

• 風力発電用ブレード向け炭素繊維用ノズルのさらなる販売拡大

• アメリカ、ヨーロッパ、トルコ、インド市場への営業活動強化
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＜ 事業環境 ＞

フィルム用ダイ ・ 不織布用大型ノズルの受注・売上拡大

( 前年同期比 ＋27.3 ％ )

19

１

2

3

2,000 百万円
売上高通期見通し

化学繊維用紡糸ノズル事業｜2025年3月期における取り組みと業績見通し

炭素繊維用ノズル

不織布関連ノズル

風力発電用ブレード向け及び航空機向け引き合い・受注は好調に推移

中国経済停滞の長期化により 売上・受注は低調に推移

炭素繊維用ノズルのさらなる販売拡大

営業活動強化による中国依存度の低減
アメリカ ヨーロッパ

トルコ インド 東南アジア

これまでの成長戦略を維持、継続して取り組みを進める成 長 戦 略
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Ｄ－Ｎｅｘｔ事業｜ ２０２4年３月期における取り組みとその結果

1. パワー半導体・難削材向けDW販売の状況

さらなる販売量拡大による収益事業化フェーズへ移行

国内大手顧客獲得は順調に進捗
顧 客 獲 得 計 画 は 完 了 に 近 づ く

当社D Wの使用用途

LED用
サファイア

窒化ケイ素

ネオジム磁石セラミックス

化合物半導体
（SiC、GaN等）

顧客内シェア引き上げによる
販 売 数 量 拡 大 が 進 行 中

D W 売 上 推 移
2024年3月期

４～６月 7～9月 10～12月 1～3月
2023年 2024年

事業基盤構築はほぼ完了

• 国内大手顧客への販売を立ち上げる
• 主導的に細線化を実現し付加価値向上を目指す
• タングステン素線を用いた新製品を早急に市場投入

１

取 り 組 み

２０２4年３月期

単位：㎞
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121 百万円 △316 百万円
売 上 損 失

Ｄ－Ｎｅｘｔ事業｜ ２０２4年３月期における取り組みとその結果

対前年増減額
△ 4 8 百万円

対 前 年 増 減 額
△ 1 5 4 百万円

2. ダイヤモンドワイヤ製造装置販売の状況

インド国内における太陽電池自国内生産化の進捗

インド自国内生産化が進捗川上工程の進捗に遅れが発生

引上げ工程 ウエハスライス工程 セル工程 モジュール工程

契 約 締 結 に 向 け た 交 渉 は 長 期 化 の 見 通 し

• ダイヤモンドワイヤ製造装置の高性能化
• インド市場を最重要ターゲットとして営業活動を展開し、早期契約締結を目指す

2

取 り 組 み

２０２4年３月期
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DW（ダイヤモンドワイヤ）の販売戦略

Ｄ－Ｎｅｘｔ事業 ｜ 2025年3月期における取り組みと業績見通し

１

さらなる国内大手顧客の獲得 国内大手顧客内におけるシェアの拡大

Ｄ －Ｎ ｅ ｘ ｔ 事業の収益事業化を実現する

海 外 顧 客 獲 得 半導体Si分野での顧客獲得

国内販売シェア拡大で を目指す

独自の砥粒分散技術による

優位性の強化

ダイヤモンド砥粒・
メッキ液使用量の極小化 顧客要求に応じた

D W 仕 様優位性の強化

2 0 2 5年3月期はＤＷ販売の拡大に注力成 長 戦 略
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430 百万円 ( 前年同期比 ＋254.5 ％ )

ダイヤモンドワイヤ製造装置（ＰＨＸ-01）の販売戦略

売上高通期見通し

Ｄ－Ｎｅｘｔ事業 ｜2025年3月期における取り組みと業績見通し

2

インド国内の太陽電池の需要増

脱 炭 素
+

世界一の人口

【 現 状 】 中国からの輸入に依存

インド政府の方針

サプライチェーンの「脱中国化」

インドにおける太陽電池の調達

太陽電池自国内生産化を強力に推進

巨大なダイヤモンドワイヤ需要が
インド国内に新たに誕生

インド市場の有望性及び太陽電池自国内生産化の方針については変化はなし

インドにおけるウエハスライス工程立ち上げの遅れを考慮し

インド大手財閥系企業との大口契約は2025年3月期計画には織り込まず
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早 期 事 業 化 を 目 指 し 、 売 上 拡 大 を 図 る

• 顧客獲得のためのサンプル提供による売上のみ
24

２０２4年３月期における取り組みとその結果

5 百万円
対前年増減額
△71百万円 △156百万円

売 上 損 失

マテリアルサイエンス事業｜

取 り 組 み

２０２4年３月期

に向け、顧客・エンドユーザーによる評価が継続中2025年度 量産開始

顧客・エンドユーザーにおける評価に時間を要す

エンドユーザーにおける量産品質安定に向けた評価 ⇒ 繰り返し実施

対前年増減額
△19百万円
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マテリアルサイエンス事業｜202５年3月期における取り組みと業績見通し

( 前年同期比 ＋286.6％ )20 百万円
売上高通期見通し

４Qに2025年度に向けた量産先行品の出荷開始を計画しているため

今後の量産採用に期待できる分野

次年度（2025年度）における量産開始に向けた評価の進捗

抗菌
医療器具

現

在

半導体・
電子基板
封止剤

保存食品用
吸収剤

温 感
コ ス メ

2025年3月期

歯磨き粉

分離膜 薬包材光学部品
リチウムイオン

電池
有機系

太陽電池

顧客獲得のための

認知度向上のための

サンプル提供

展示会出展

触 媒

※開始時期については現在の予定であり、変更する可能性があります。

新たな用途開拓のためのサンプル提供＋展示会出展を継続

※これまでお知らせしておりました自動車向け接着剤は

「半導体・電子基板封止剤」に含まれております。

2026年3月期
2027年3月期

取り組み項目
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マテリアルサイエンス事業
D-Next事業

利益拡大

連 結 売 上 高

2030年度 億円70
企業価値の向上を目指す

0

2,000

4,000

6,000

8,000

単位：百万円

早期の

復配実現を目指す

営業利益率10％
以上を確保

への市場替えを
目指す

東証プライム

Next Stage

全 社 売 上 高 推 移

2024

(年 度)

2025 2026

28
2 0 3 0

28

|  2030年度に向けての成長目標2 0 3 0Vi s i o n
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単位：百万円

29

特殊精密機器事業

現在の事業拠点である

本社工場の売上高を

最大化

ご提案～設計～製造～検査まで

ワンストップ対応力
中 村 超 硬 の 本 社 工 場 の 特 長

本社工場と同等の
ワンストップ対応力を
備えた拠点を増設

増 設

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2024 2025 2026
（年 度） 2030

億 円

20

|  セグメント別取り組み施策と売上高目標2 0 3 0Vi s i o n
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化学繊維用紡糸ノズル事業

30

新工場の売上極大化

不織布製造装置をはじめと

する装置販売の拡大

・大型不織布製造用ノズル・ダイ

・新規参入分野のフィルム用ダイ

炭素繊維用ノズル 不織布用ノズル

化学繊維用紡糸ノズルの
さらなるシェア拡大による売上高増

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2024 2025 2026

単位：百万円

2030

億円

302020年度、2021年度と同等水準→

（年 度）

|  セグメント別取り組み施策と売上高目標2 0 3 0Vi s i o n
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D - N e x t 事 業

31

NO.1
国内トップの
ダイヤモンドワイヤメーカー

国内ダイヤモンドワイヤユーザー
へのさらなる販売拡大

ダイヤモンドワイヤ海外向け販売を拡大

0

200

400

600

800

1,000

1,200
単位：百万円

2024 2025 2026 2030

億 円

10

（年 度）

|  セグメント別取り組み施策と売上高目標2 0 3 0Vi s i o n
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0

200

400

600

800

1,000

1,200

（年 度） 2030

単位：百万円

2024 2025 2026

マテリアルサイエンス事業

32

|  セグメント別取り組み施策と売上高目標

フロー合成でのPIP製造で創薬分野へ

ＰＩＰ
がん治療薬などにおいて
副作用の少ない
医薬品の開発が期待される

ナノサイズゼオライト
の用途拡大

（ﾋﾟﾛｰﾙ･ｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ･ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ）

2 0 3 0Vi s i o n

億 円

10
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開 催 場 所
出 展 期 間
出 展 テ ー マ

： 大阪ヘルスケアパビリオン内
： 2025年5月13日～5月19日（7日間）
： （仮）もみ殻燻炭を用いた窒素・地域循環システム

大阪商工信用金庫主催のリボーンチャレンジ

まちからはじまる 脱炭素への取り組み まちと社会、これからのくらし
Ｒｅｔｈｉｎｋ

大阪・関西万博への出展について

大阪・関西万博への出展

34
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もみ殻燻炭を活用した窒素循環型社会の実現に向けた取り組み

脱

炭

素

もみ殻

CARBON 
NEUTRAL

肥料として農業へ

高機能イオン交換材に

燻
炭

廃棄していた

ゼオライトの
合成技術を応用

炭素の固定
窒素の供給

NH4
+

畜産の尿

処理が大変な

アンモニア回収

もみ殻の20%はシリカ
優れた材料の原料に

大阪商工信用金庫主催 リボーンチャレンジ大阪・関西万博

大阪・関西万博への出展について

35
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2024年5月2５日

日本物流新聞

大阪・関西万博への出展について

連載 「Ｒの時代」に
当社記事が掲載されました

36
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（百万円） （百万円） （百万円）

（ 決 算 期 ） （ 決 算 期 ）

（ 決 算 期 ） （ 決 算 期 ） （ 決 算 期 ）

営業利益（△損失） 経常利益（△損失）

親会社株主に帰属する
当期純利益（△純損失）

総 資 産 ・ 純 資 産
1株当たり当期純利益

（△純損失）

さらに詳しい財務ハイライトはこちらよりご覧いただけます。※当社ホームぺージ「IR/財務ハイライト」

自己資本
比率
14％

財務ハイライト（連結） Financial Highlights

純 資 産

総 資 産

37



© 2023 Nakamura Choukou Co.,Ltd. All Rights Reserved.

2024年3月31日現在

大株主（上位１０位）

発行可能株式総数 ：
発行済株式の総数 ：
株 主 数 ：

30,000,000株
11,020,900株
8,111名

株式の状況 Stock market situation

所有者別分布状況

株 主 名 持 株 数 持株比率（％）

楽天証券株式会社 292,800 2.66 

株式会社YMD 273,100 2.48 

井上誠 258,920 2.35 

株式会社ＳＢＩ証券 226,100 2.05 

株式会社ナカムラコーポレーション 179,000 1.62 

野村證券株式会社 167,913 1.52 

井上阿佐美 141,180 1.28 

井上紘章 133,800 1.21 

井上絢哉 128,700 1.17 

株式会社北野興産 90,000 0.82 

（注）持株比率は発行済株式の総数から自己株式（１株）を控除して算出しております。

個人・その他
8,981,920 
81.50%

金融・証券
1,185,429 
10.76%

国内法人
776,000 
7.04%

外国法人等
77,550 
0.70%

38



株主メモ Shareholder memo

1. 株主様の住所変更、買取請求、配当金の振込指定、その他各
種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口
座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座
を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意ください。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきま
しては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりま
すので、左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店に
てもお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店
でお支払いいたします。

（ご注意)
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